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                                  （２０２５年） 

保護者の皆さまへ 

吹田市立千里丘中学校 

校 長  吉川 正晃 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

 本年度、３年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施し、９月上旬に個人

ごとの結果をお返ししました。また吹田市でも、今回の調査結果の概要を市のホームページを通じ

て公表しています。 

 この調査は中学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科は国語・数学・理科に限られて

います。また、測定された内容は学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。

そのことを踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らかにし、その改善に取り組むことが、本

調査の本来の目的であると考えています。 

 対象となった３年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取組みを進めるとともに、学校全体

として課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善も図ってまいります。ご家庭

でも以下の分析結果を参考に、今後の家庭学習の指針としてご活用ください。 

 
 

１ 教科に関する調査結果の分析 

  ●国語《概要》 

全体の平均正答率は全国値をやや上回る。これまでの学習の成果が見られる。 

 

  ●国語《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

   【言葉の特徴や使い方に関する事項】 

    ・正答率は全国値を上回っている。 

    ・とくに「事象や行為を表す語彙について理解しているかどうかをみる」問いは概ね 

     できている。 

   【話すこと・聞くこと】 

    ・正答率は全国値をやや下回っている。 

    ・とくに「自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫する」ことについては、 

     課題がある。 

   【書くこと】 

    ・正答率は全国値をやや上回っている。 

    ・とくに「読み手の立場に立って、文章を整えること」は概ねできている。 

   【読むこと】 

    ・正答率は全国値をやや上回っている。 

    ・とくに「文章の構成や展開について、根拠を明確にすること」は概ねできている。 

 

  ●国語科における成果と今後の改善点について 

全体として、これまでの学習の成果が表れた結果となっている。とくに、言葉の特徴
や使い方に関する事項については正答率が高く、語彙力が培われてきた結果として捉
えることができる。 
 しかし、自分の考えが伝わるように表現を工夫することには課題が見られるので、授
業やその他の活動で練習を繰り返していきたい。 



- 2 - 

  ●数学《概要》 

平均正答率はすべて全国値を上回っていて、学習の成果が見られる。 

 

  ●数学《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

   【数と式】 

    ・どの問題についても全国値を上回っている。一部全国値との差が小さい回答もあったが、 

     全体的には基礎的な学力が身についている。 

   【図形】 

    ・どの問題についても全国値を上回っているが、証明問題では、他の問題に比べると、 

     無回答の生徒が多かった。 

   【関数】 

    ・どの問題についても全国値を上回っている。改善の成果が見られる。 

   【データの活用】 

    ・どの問題についても全国値を上回っている。記述式の問題について正答率が上回って 

     いて、改善の成果が見られる。 

 

  ●数学科における成果と今後の改善点について 

 すべての問題で全国値を上回っていて、基礎的な力が身についている。関数について
も正答率が上回っていて、改善の成果が見られる。ただ、問題形式の記述式の無回答率
が他の問題に比べて少し多く、自分の考えを論理的に文章で表す力の育成が今後の継
続的な課題であると考えています。 

 

 
 

  ●理科《概要》 

全体の平均正答率は全国値をわずかに上回っている。これまでの学習の成果が見られ 

る。 

 

  ●理科《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

   【「エネルギー」を柱とする領域】 

    ・正答率は全国値をやや上回っている。 

    ・知識は十分に定着していたが、説明問題に課題が見られた。 

   【「粒子」を柱とする領域】 

    ・正答率は全国値を上回っている。 

    ・知識が定着している生徒が多かった。また知識を活用して利用することができた。 

   【「生命」を柱とする領域】 

    ・正答率は全国値をやや下回っている。 

    ・知識に欠けがあり、完全な定着が課題と考えられる。 

   【「地球」を柱とする領域】 

    ・正答率は全国値をやや下回っている。 

    ・とくに文章で示されていることから考え、理解し、伝わるように表現することが課題と 

     考えられる。 

 

  ●理科における成果と今後の改善点について 

 全体の平均正答率では全国値を上回っているが、領域によって差があり、「生命」と

「地球」の領域で全国値を下回っている。抜けのない知識の定着と、資料から情報を正

しく読み取る力・表現力の育成が今後の課題であると考えています。 
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２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向  

☆ 良好な結果（全国の結果よりも肯定的な回答率が上回っているもの）   

★ 課題あり （全国の結果よりも肯定的な回答率が下回っているもの）   

○ 肯定的回答 ％は肯定的回答の割合  （ ）内の↑↓→は昨年の本校との比較 

 

  【１.自分自身のことについて】 

   ★「学校に行くのは楽しい」                 ○８６％（↓２P） 

   ★「友達関係に満足していますか」              ○８９％（↓４P） 

   ★「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思いますか」○８７％（↓７P） 

   ★「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」        ○９３％（↑１P） 

   ★「人が困っているときは、進んで助けていますか」      ○８９％（↑３P） 

   ☆「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」  〇８０％（↑１０P） 

３番目の★に関しては全国の結果を下回っており、「先生に認めてもらえた」と感じ 

る場面が少ない傾向が見られます。教師の声かけのタイミングや伝え方の工夫が求めら

れています。生徒の努力の過程を認める機会を、意識的に増やしていきます。 

☆自分と異なる意見に耳を傾け、考えを広げようとする姿勢が育っています。多くの日 

常的な意見交流の場やグループ活動により、対話的な学びの成果が見られました。 

 

 

  【２.家庭生活について】 

   ☆「普段１日当たりの学校外での勉強時間」            ○２時間以上３８％（↓９P） 

                                （※ 全国値は３１%） 

   ☆「毎日同じ時刻に寝ている」                        ○８１％（↑２P） 

   ★「毎日同じ時刻に起きている」                      ○９０％（→） 

   ★「毎日朝食を食べている」                  〇９２％（※ 全国値は９１%） 

概ね規則正しい生活を送っています。学校外での勉強時間については全国の結果 

と比べても、上回っており、全体的に勉強に対する意識が高いことがわかります。 

９割以上の生徒は毎日朝食を食べていますが、１割弱の生徒は朝食を食べずに登校をし

ています。早寝早起きをして、朝食を食べて登校し、体調を整えて充実した学校生活を

過ごしてほしいと思います。 

 

 

  【３.地域・社会等について】 

   ★「地域や社会をよくするために何かしたいと考えますか」   〇７５％（↑１２P） 

                                 （※ 全国値は７５％） 

地域や社会に対する意識は全国平均とほぼ同程度。社会の一員としての自覚は一定程 

度育っていますが、行動に移す段階まではまだ発展途上と言えます。今後、身近な社会 

である地域に多様な関わりを持てるよう啓発を行っていきます。また、キャリア教育の 

一層の充実を図り、一人ひとりが自身の進路について考えるとともに、「社会をより良 

くするためにできることはないか」と関心を持てるような取り組みを実施していきま 

す。 
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  【４.学級活動について】 

   ★「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見の 

     よさを生かして解決方法を決めていますか」                〇８３％（↓４P） 

 

   ☆「学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り 

     組んでいますか」                                       〇８０％（↓３P） 

 学級活動において、話し合いの場はしっかり設けられていて、お互いの意見を聞こう 

とする姿勢も育ってきています。 

全国平均と比べてわずかに下回る結果でしたが、学級全体で「自分たちでよりよい方 

法を見つける」経験を積む段階にあります。今後は、意見を出し合うだけでなく、「ど

う生かすか」「どう形にするか」を意識した話し合いを進めていきます。 

主体的な姿勢が育っていて、個の意識の高さがうかがえます。これは特別活動や総合 

 的な学習の時間、行事への取り組みなどで積極的に班活動やグループ活動に取り組んで 

きた成果だと考えています。今後も自身の考えを深め、他者の意見を尊重できるよう、 

こうした活動を継続していきます。 

 

 

  【５.探究・課題解決について】 

   ☆「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫する 

     ことはできていますか」             〇４０％（※ 全国値は２７％） 

 

   ☆「１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えを発表する機会では、自分の考えが 

     うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか」  

                             〇７６％（※ 全国値は６３％） 

 

   ☆「１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り 

     組んでいましたか？」               〇８４％（※ 全国値は７８％） 

  多くの生徒が主体的に発表や課題解決に向き合う様子が見られ、授業や総合的な学習 

 の時間の中での取り組みの成果が見られます。今後、「学習意欲の高い層のさらなる伸 

 長」と「学習習慣が定着していない層への支援」の両面から取り組むことが必要と考え 

 ています。 

 

 

３ 今後の取組み 

  本年度の全国学力・学習状況調査において、国語・数学・理科の各教科で全国値を 

上回る結果となりました。これまでの学習の積み重ねが力となり基礎的な学力の定着、

探求・課題解決への前向きな姿勢が育っていることを確認できました。 

  一方で、「領域により知識の定着にばらつきがある」、「読書習慣の減少」などの課題 

も明らかになりました。 

  今後も生徒一人ひとりの可能性を最大限に引き出し、学力だけでなく人間性や社会性 

 の育成にもつながる教育活動の展開に力を入れてまいります。ご家庭でも日々の学習や 

生活習慣の見直しにご協力をいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 


